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満 1歳になる元気なお子さんの写真（デジカメ画像可）に25文
字以内のコメントを添えて、広報情報係へお送りください。メー
ルでも受け付けています。

風水害のときの避難には、時間の経過や被害の程度により、
以下の2種類があります。

大雨や台風のときの避難について

　
そ
の
後
、
バ
ブ
ル
が
は
じ
け
、

リ
ス
ト
ラ
、
減
俸
な
ど
父
親
だ
け

の
働
き
で
は
生
活
が
成
り
立
た
な

く
な
り
、
夫
婦
共
働
き
が
増
え
、

父
親
も
徐
々
に
家
事
や
育
児
に
関

わ
る
よ
う
に
な
り
、
家
事
の
分
担

意
識
が
徐
々
に
広
が
っ
て
き
た
よ

う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　
現
在
、
少
子
化
が
進
み
、
人
間

関
係
が
希
薄
に
な
っ
て
き
た
と
言

わ
れ
、
家
庭
に
お
い
て
、
親
子
の

序
列
も
崩
れ
家
族
間
の
関
係
も
、

よ
り
フ
ラ
ッ
ト
な
形
へ
と
変
化
し

て
き
ま
し
た
。
子
ど
も
は
親
に
対

し
て
友
達
感
覚
で
接
し
、
親
は
子

ど
も
に
気
を
使
う
。
そ
う
し
た
、

家
庭
の
あ
り
か
た
が
、
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま

す
。

　
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
は
、
各
家
庭

に
よ
っ
て
違
い
ま
す
が
、
一
家
の

長
で
あ
る
父
親
の
役
割
、
立
ち
位

置
を
夫
婦
や
家
族
み
ん
な
で
話
し

合
い
、
我
が
家
の
ベ
ス
ト
フ
ァ
ザ
ー

を
目
指
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

６
月
３
日
、
ベ
ス
ト
フ
ァ
ザ
ー

賞
が
発
表
さ
れ
、
日
本
で
最
も
素

敵
な
お
父
さ
ん
が
各
界
か
ら
選
ば

れ
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
が
考
え
る

ベ
ス
ト
フ
ァ
ザ
ー
と
は
？

　
今
と
昔
の
父
親
像
を
比
べ
て
み

る
と
、
１
９
６
０
年
代
、
高
度
成

長
期
は
父
親
を
頂
点
に
序
列
が
あ

り
、
「
地
震
、
雷
、
火
事
、
親
父
」

と
言
わ
れ
、
「
頑
固
で
怖
い
」
「
一

家
の
大
黒
柱
」
「
仕
事
を
優
先
」

と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し

た
。
１
９
８
０
年
代
に
な
る
と
、

核
家
族
化
が
進
み
、
「
亭
主
元
気

で
留
守
が
い
い
」
と
い
っ
た
流
行

語
の
言
葉
の
と
お
り
、
女
性
の
社

会
的
地
位
が
向
上
し
、
家
庭
内
で

も
夫
婦
が
対
等
な
も
の
と
な
っ
て

き
ま
し
た
。

　
そ
れ
で
も
、
バ
ブ
ル
絶
頂
期
は
、

当
時
の
流
行
語
に
も
な
っ
た
「
24

時
間
戦
え
ま
す
か
」
と
言
わ
れ
た

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の
父
親
も
、
一
家

の
長
と
し
て
威
厳
は
保
た
れ
て
い

た
よ
う
で
す
。
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一時的に待機を
するための避難

一定期間生活をする
ための避難

災害時の危険を回避するために一時的に
避難し、身体・生命の安全を確保するため
に、災害が過ぎ去るまで待機をします。

災害などにより、居住場所を確
保できなくなった場合に、一定
の期間避難生活をします。

あらかじめ風水害の発生は予測できるので、食料・飲料など最低限必要
の物は自分で準備しよう。

一定期間生活を送るための食料・飲料は、ある程度市でも準備しています。

どこへ避難したら良いの？
　基本的には、市指定の風水害等避難所（広報とば平
成27年5月号・市ホームページ掲載）です。どこの避
難所が開設されているかは、災害時にとばメールで配
信しますので、事前に登録しておくと便利です。
ポイント!!　市指定の避難所へ逃げるほうが危険な場
合や、より安全な場所がある場合には、自宅や近所な
どの建物内にとどまって安全を確保しましょう。

避難所の開設・運営について
　一時的に待機をするための避難の場合、避難所の開設は、市職員（災害時地区指定員と言う）
が行います。一方で、一定期間生活をするための避難の場合、避難所の開設・運営は、災害時地
区指定員、町内会・自治会、施設の管理者などが連携して行いますが、避難生活が長期間に及ぶ
場合がありますので、できるだけ早く、避難者を中心とした運営に移行することが重要です。
　避難者の受け入れやスペースの割り振り、避難者名簿の作成、生活ルール作りなどを行い、少
しでも快適な避難所生活ができるよう、避難者同士で力を合わせる必要があります。

とばメール登録方法
こちらのＱＲコードからメールしてい
ただくか、 t-toba@sg-m.jpに空
メールを送信し、折り返し届くメー
ルから登録手続きをしてください。
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て
こ
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